
2015 年版 構造関係技術基準解説書 Q＆A No.8 について

平成 30 年 6 月 1 日

（一財）にいがた住宅センター

構造判定課

当センターでは標記の内容について、これまでは一貫構造計算プログラムが対応するための猶予期間として

特に指摘しなかったのですが、現在、各社のソフトも概ね対応できているため No.8 に挙げられる 10 項目につ

いて、今後は下記により不備がある場合は指摘をすることにします。

【Q＆A No.8 で挙げられる 10 項目】

1) ＲＣ造ルート２－３の廃止

2) 保証設計（Ds 算定時だけでなく、外力分布を変えた時や支持条件を変えた時は、保有水平耐力時も行

う）

3) 偏心率の算定方法（斜め部材がある場合のより合理的な計算法が適用可能）

4) ＲＣ造の付着割裂破壊の耐力式（より合理的な靭性保証型指針の式が適用可能）

5) ＲＣ造の腰壁付きはりの剛性低下率（より合理的な新たな算定法が適用可能）

6) ＲＣ造の耐力壁の終局強度時の変形（1/250 まで可能としている場合は、一定の条件への適合を確認す

る）

7) ＲＣ造の側柱の幅が壁厚と同厚に近い耐力壁の部材種別（壁式構造の耐力壁として判定する）

8) ＲＣ造の耐力壁の開口補強筋の算定方法（ＲＣ規準（2010）でよいこととし、保有水平耐力計算の二次

設計ではメカニズム時の応力を用いる）

9) 鉄骨造の柱が角形鋼管ではりがＨ形鋼である場合の仕口部の強度確保（保有耐力接合の確認方法につい

て新たに記述された内容による）

10) 鉄骨造の柱脚の計算（使用するアンカーボルトの種類に応じて、軸部断面積、ねじ部断面積を適切に評

価する（ボルトの呼び径だけでは決められない）こと）

特に 9）項目に関しては今後、以下の内容で検討をお願い致します。

1. 長期・短期設計では梁端部のウェブは無視する。

2. 柱梁耐力比では梁端部ウェブをフルで考慮する。

3. 日本建築学会『鋼構造接合部設計指針』に従って適切に評価する。

αは「鋼構造接合部設計指針」の数値を推奨しますが、当面は技術基準解説書付表 1.2-2 の数値を使用

しても良い事とします。

記

指摘開始：平成 30 年 9 月 1 日受付分より

以上
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